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大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
の
支
援
と

今
後
の
可
能
性

　
日
本
の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
つ
い
て
、設
立
数
や
起
業
意
欲

は
、い
ま
だ
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
立
ち
位
置
と
は
な
って
い
な
い
も

の
の
、経
済
産
業
省
の「
令
和
２
年
度
大
学
発
ベン
チ
ャ
ー
実
態
等

調
査
結
果
概
要
」に
よ
れ
ば
、１
年
間
に
過
去
最
多
の
約
２
０
０
社

の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
新
設
さ
れ
た
と
さ
れ
、増
加
傾
向
に
あ

る
。ま
た
、東
京
大
学
は
、同
学
関
連
ス
タ
ー
ト
アッ
プ
を
2
0
3
0

年
ま
で
に
累
積
で
7
0
0
社
創
出
、6
0
0
億
円
規
模
の
フ
ァ
ン

ド
設
置
を
目
標
と
す
る
こ
と
を
公
表
し
た
。

　
経
済
産
業
省
も
、「
我
が
国
の
経
済
が
持
続
的
な
発
展
を
続
け

て
い
く
た
め
に
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
の
連
続
的
な
創
出
が
必
要
」で

あ
り
、「
大
学
発
ベン
チ
ャ
ー
は
、大
学
に
潜
在
す
る
研
究
成
果
を
掘

り
起
こ
し
、新
規
性
の
高
い
製
品
に
よ
り
、新
市
場
の
創
出
を
目
指

す『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
』と
し
て
高
く
期
待
さ
れ
る
」と
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地
方
に
お
け
る
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援

中
武 

貞
文　
鹿
児
島
大
学

　
　
　
　
　
　

産
学・地
域
共
創
セ
ン
タ
ー
准
教
授

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
設
立
と
そ
の
成
果

山
岸 

広
太
郎　
株
式
会
社
慶
應
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン・

                    

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
代
表
取
締
役
社
長
、

                    

慶
應
義
塾
常
任
理
事

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
への
３
つ
の
柱

―

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
Ｄ̶

ｅｇ
ｇ―

加
藤 

将
樹　
同
志
社
大
学
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
所
長・

                 

理
工
学
部
教
授

社
会
共
生
価
値
の
創
造
を
目
指
し
て

―

学
校
法
人
立
命
館・起
業・事
業
化
の
取
り
組
み―

酒
井 

克
也　
学
校
法
人
立
命
館
総
合
企
画
部
次
長

冨
田 

沙
樹　
学
校
法
人
立
命
館
総
合
企
画
部

                 

起
業・事
業
化
推
進
課

C
O

N
T
E
N

T
S

し
、大
学
発
ベン
チ
ャ
ー
に
関
す
る
後
押
し
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、近
年
、大
学
の
社
会
的
使
命
は
、教
育

と
研
究
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、そ
の
成
果
を
社
会
の
た
め
に
役
立

て
る
こ
と
に
ま
で
、広
が
り
を
み
せ
る
。

　
本
企
画
で
は
、大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
を
推
進
す
る
大
学
に

お
い
て
、学
生
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
体
制
、目
的
、成
果
お
よ

び
課
題
等
を
報
告
い
た
だ
き
、大
学
等
教
育
機
関
の
み
な
ら
ず
、

社
会
へ
広
く
発
信
し
て
い
く
機
会
と
し
た
い
。

67



68

は
じ
め
に

同
志
社
大
学
が
、独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

（
中
小
機
構
）、京
都
府
、京
田
辺
市
と
一
体
と
な
り
、京
田
辺

キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
立
さ
れ
た
Ｄ-

ｅｇ
ｇ（
同
志
社
大
学
連
携
型
起

業
家
育
成
施
設
）の
運
営
に
参
画
し
て
15
年
と
な
る
。大
学
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
は
、教
育
を
通
し
た
次
世
代
を
担
う
人
的
資
産
の

創
出
、学
術
研
究
を
通
し
た
知
的
財
産
の
創
造
等
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、こ
れ
ら
を
社
会
に
還
元
し
持
続
可
能
社
会
へ
貢
献
す
る
こ
と

も
重
要
な
使
命
で
あ
る
。本
学
で
は
Ｄ-

ｅｇ
ｇ
を
社
会
貢
献
の
使

命
を
果
た
す
実
装
機
関
と
し
て
位
置
付
け
、イ
ン
キ
ュベ
ー
シ
ョン

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
Ｉ
Ｍ
）※
１
を
配
置
し
、施
設
の
効
率
的
運
営
に
携

わって
き
た
。

Ｄ-

ｅｇ
ｇ
と
は
３
つ
の
柱
と
な
る
事
業
活
動
、「
大
学
の
シ
ー

ズ（
エッ
グ
）の
事
業
化
」、「
有
望
な
起
業
家（
エッ
グ
）の
育
成
」、

「
地
域
資
源（
エッ
グ
）か
ら
新
た
な
地
域
活
性
化
事
業
の
創
出
」

を
意
味
す
る
愛
称
で
あ
る
。以
下
、事
業
活
動
ご
と
に
Ｄ-

ｅｇ
ｇ

お
よ
び
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
※
２
の
取
り
組
み
と
連
携
企
業
の
活
動

事
例
を
紹
介
し
、本
学
の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
の
取
り
組
み
報

告
と
す
る
。

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
への

3
つ
の
柱

―
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
Ｄ
-ｅｇ
ｇ
―

加
藤 

将
樹

同
志
社
大
学
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
所
長
・

理
工
学
部
教
授

同志社大学京田辺キャンパス
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1 

大
学
の
シ
ー
ズ（
エ
ッ
グ
）の
事
業
化

大
学
の
シ
ー
ズ
の
事
業
化
は
、本
学
の
研
究
成
果
を
基
に
し
た

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
立
ち
上
げ
そ
の
も
の
で
あ
る
。そ
の
際
、京

田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
内
と
い
う
Ｄ-

ｅｇ
ｇ
の
立
地
は
重
要
な
要
素
と

な
る
。企
業
に
と
って
専
門
担
当
の
Ｉ
Ｍ
への
経
営
相
談
を
行
い
つ

つ
、大
学
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
産
官
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

通
じ
て
研
究
者
と
つ
な
が
る
こ
と
も
可
能
に
す
る
。

こ
こ
で
は
、大
学
研
究
者
の
研
究
シ
ー
ズ
の
製
品
化
を
目
的

と
し
て
入
居
し
た
ア
ク
チ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
株
式
会
社
、起
業
し
た
大

学
研
究
者
が
社
会
実
装
化
を
目
的
と
し
て
入
居
し
た
ア
イ‘
エ
ム

セ
ッ
プ
株
式
会
社
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

ア
ク
チ
ュア
ラ
イ
ズ
株
式
会
社
は
、生
命
医
科
学
部
の
小
泉
範

子
教
授
、奥
村
直
毅
教
授
ら
の
研
究
シ
ー
ズ
を
基
に
角
膜
内
皮

疾
患
に
対
す
る
治
療
薬
と
再
生
医
療
の
研
究
・
開
発
を
行
う
バ

イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
あ
り
、「
フ
ッ
ク
ス
角
膜
内
皮
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ

に
対
す
る
点
眼
薬
」と「
角
膜
内
皮
再
生
医
療
用
細
胞
製
品
」

の
製
品
化
を
目
指
し
て
い
る
。前
者
は
前
臨
床
試
験
で
有
効

性
・
安
全
性
を
確
認
し
、後
者
は
臨
床
研
究
で
良
好
な
視
力
改

善
が
認
め
ら
れ
、企
業
治
験
実
施
に
向
け
た
研
究
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
５
月
に
は
角
膜
内
皮
再
生
医
療
用
細
胞
製
品

AE-101

に
つ
い
て
、Arctic V

ision

社
と
中
華
圏
お
よ
び
韓
国

に
お
け
る
角
膜
内
皮
再
生
医
療
の
開
発
お
よ
び
商
業
化
に
関

す
る
独
占
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結
し
、こ
れ
ら
地
域
の
角
膜

疾
患
に
苦
し
む
患
者
へ
画
期
的
な
治
療
法
を
届
け
る
こ
と
を
可

能
と
し
た
。こ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
は
、同
志
社
大
学
発
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
は
初
の
大
規
模
な
契
約
で
あ
り
、日
本
の

大
学
で
行
わ
れ
た
再
生
医
療
の
研
究
成
果
の
産
業
化
モ
デ
ル
と

し
て
世
界
的
に
評
価
さ
れ
た
例
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。現
在
、

同
志
社
大
学
生
命
医
科
学
部
で
の
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に

小
泉
教
授
は
ア
ク
チ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
株
式
会
社
の
最
高
科
学
責
任

者
、奥
村
教
授
は
取
締
役
・
研
究
開
発
本
部
長
と
し
て
手
腕
を

発
揮
し
て
い
る
。

ア
イ‘
エ
ム
セ
ッ
プ
株
式
会
社
は
、本
学
理
工
学
部
に
在
籍
中

か
ら「
溶
融
塩
電
解
技
術
」の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
元
教
員
の
伊

藤
靖
彦
氏
が
研
究
成
果
の
実
用
化
、事
業
化
を
目
的
と
し
て
創

設
し
た
企
業
で
あ
る
。Ｄ-

ｅｇ
ｇ
入
居
後
も
溶
融
塩
電
気
化
学

プ
ロ
セ
ス（
Ｍ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）を
コ
ア
技
術
と
し
た
研
究
開
発
を
進
め
、

機
能
性
炭
素
メ
ッ
キ
、金
属
リ
サ
イ
ク
ル
、二
酸
化
炭
素
資
源
化
、



70

ナ
ノ
粒
子
製
造
、常
圧
ア
ン
モ
ニ
ア
電
解
合
成
な
ど
の
独
創
的
な

技
術
シ
ー
ズ
の
創
出
と
開
発
を
続
け
て
い
る
。

Ｍ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
の
事
業
化
に
は
、安
定
供
給
の
た
め
の
製
造
設
備
、

顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
製
品
化
が
欠
か
せ
な
い
。Ｄ-

ｅｇ
ｇ
で

は
研
究
か
ら
開
発
ま
で
一
貫
し
た
連
携
と
協
働
が
図
れ
る
よ
う
、

Ｍ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
の
事
業
化
に
取
り
組
む
Ｓ
Ｅ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
株
式
会
社
、

理
研
ワ
ー
ル
ド
株
式
会
社
に
も
施
設
提
供
を
行
う
な
ど
、ト
ー
タ

ル
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
を
行
っ
て
き
た
。３
社
間
で
の
連
携

結
実
の
結
果
、２
０
２
１
年
10
月
に
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
株
式

会
社
、国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
と
も
に

「
二
酸
化
炭
素
を
原
料
と
す
る
黒
鉛
粒
子
お
よ
び
そ
の
製
造
方

法
」等
に
つ
い
て
、複
数
の
特
許
出
願
を
行
っ
て
い
る
。こ
の
技
術

は
、コ
ー
ク
ス
、ピ
ッ
チ
等
の
石
油
化
学
製
品
に
頼
ら
ず
二
酸
化

炭
素
を
原
料
と
し
た
カ
ー
ボ
ン
製
造
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
」、「
脱
炭
素
社
会
の
実

現
」に
も
応
え
る
技
術
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

Ｄ-

ｅｇ
ｇ
で
は
、入
居
審
査
に
当
た
り
、卒
業
後
の
事
業
展
開

像
を
重
要
な
指
標
と
し
て
い
る
。そ
れ
は
、将
来
的
な
事
業
目
標

を
Ｄ-

ｅｇ
ｇ
の
Ｉ
Ｍ
と
共
同
で
目
標
化
す
る
こ
と
で
、達
成
に
向

け
た
効
果
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
で
あ
る
。双
方
で
年
度
ご

と
の
進
捗
状
況
を
共
有
し
、支
援
要
望
と
経
営
ア
ド
バ
イ
ス
を

交
換
し
な
が
ら
活
動
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
で
自
走
化
を
果
た

し
、卒
業
後
に
活
躍
し
続
け
る
企
業
も
多
い
。

そ
の
一
例
が
株
式
会
社
吉
蔵
エ
ッ
ク
ス
ワ
イ
ゼ
ッ
ト
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
で
あ
る
。同
社
は
、本
学
卒
業
生
の
渕
山
晃
年
氏
が

設
立
し
た
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
で
あ
る
。渕
山
氏
は
本
学

工
学
部
在
籍
中
に
前
身
と
な
る
合
資
会
社
レ
ア
シ
ス
テ
ム
を
立

ち
上
げ
、卒
業
と
同
時
に
Ｄ-

ｅｇ
ｇ
に
入
居
し
た
。Ｗｅ
ｂ
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
、レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
運
営
事
業
に
本
格

的
に
乗
り
出
し
、ソ
フ
ト
開
発
か
ら
サ
ー
バ
ー
運
営
ま
で
完
全

自
社
内
で
の
提
供
を
徹
底
し
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し

て
い
る
。

現
在
も
事
業
の
主
力
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ

『iT
ours

』は
、同
社
、京
田
辺
市
、本
学
他
に
よ
る
産
官
学

連
携（
京
た
な
べ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）に
よ
る
共

同
開
発
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
。こ
の
共
同
開
発
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
が
Ｄ-

ｅ
ｇ
ｇ
で
開
催
さ
れ
る「
Ｄ-

ｅ
ｇ
ｇ
カ
フ
ェ

2 

有
望
な
起
業
家（
エ
ッ
グ
）の
育
成
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会
」イ
ベ
ン
ト
で
の
渕
山
氏
と
京
田
辺
市
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

『iT
ours

』は「
１
人
で
初
め
て
訪
れ
た
方
で
も
迷
わ
ず
、安

心
し
て
ま
ち
歩
き
が
で
き
る
」を
テ
ー
マ
に
し
た
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
は
で
き
な
い
、全
く
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
観
光
案
内
ツ
ー
ル
と

し
て
全
国
各
地
で
の
導
入
が
進
む
。活
用
範
囲
も
観
光
地
紹
介

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、グ
ル
メ
、シ
ョッ
ピ
ン
グ
ま
で
拡
大
し
、地

域
活
性
化
へ
の
貢
献
度
も
大
き
い
。

渕
山
氏
が
起
業
拠
点
と
し
て
Ｄ-

ｅｇ
ｇ
を
選
択
し
た
理
由

は
、京
都
府
や
京
田
辺
市
か
ら
の
賃
料
補
助
、同
志
社
大
学
連

携
型
イ
ン
キ
ュベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
対
外
信
頼
、Ｉ
Ｍ
室
を
通
じ

て
得
ら
れ
る
経
営
ア
ド
バ
イ
ス
や
異
業
種
交
流
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

の
機
会
提
供
な
ど
、多
様
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
か
ら
と
の
こ
と
。

支
援
活
用
と
Ｉ
Ｍ
サ
ポ
ー
ト
を
糧
に
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
、卒

業
後
の
成
長
基
盤
を
創
り
上
げ
た
好
例
で
あ
る
。

入
居
企
業
の
多
く
は
Ｄ-

ｅｇ
ｇ
内
に
本
社
住
所
を
置
き
、市

役
所
や
商
工
会
と
も
強
固
な
つ
な
が
り
を
築
い
て
い
る
。事
業
振

興
補
助
制
度
の
積
極
活
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、地
域
行
事
への
参
加

を
通
じ
、入
居
企
業
間
や
地
元
企
業
間
で
相
互
理
解
を
深
め
る

こ
と
か
ら
新
た
な
連
携
に
至
る
機
会
も
多
い
。こ
れ
ら
も
、京
都

府
・
南
山
城
エ
リ
ア
の
方
が
Ｄ-

ｅｇ
ｇ
を
起
業
拠
点
と
し
て
選

択
す
る
一
因
と
な
って
い
る
。

そ
う
し
た
地
域
に
根
付
く
企
業
例
と
し
て
株
式
会
社
京
都

山
城
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
挙
げ
る
。同
社
は
、山
城
地
域
の
創

３
地
域
資
源（
エ
ッ
グ
）か
ら

新
た
な
地
域
活
性
化
事
業
の
創
出

D-egg（同志社大学連携型起業家育成施設）
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生
や
社
会
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
運

営
会
社
で
あ
る
。主
宰
す
る「
マ
ッ
チ
ャ
モ
ー
レ
京
都
山
城
」は

２
０
３
０
年
の
Ｊ
リ
ー
グ
昇
格
を
目
指
し
て
お
り
、２
０
２
１
年

度
は
全
国
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
京
都
大
会
で
優
勝
す
る
な

ど
順
調
に
実
績
を
残
し
、山
城
地
域
の
方
々
に
元
気
を
与
え
て
い

る
。同
時
に
ク
ラ
ブ
理
念
に
基
づ
き
、子
ど
も
た
ち
が
平
等
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
機
会
と
し
て
完
全
無
料
サ
ッ
カ
ー
教
室

も
開
校
。コ
ー
チ
に
よ
る
一
方
通
行
的
な
指
導
で
は
な
く
、子
ど

も
自
身
が
遊
び
の
延
長
で
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
こ
と
で
向
上
心
や

自
発
性
を
伸
ば
す
場
を
提
供
し
、地
域
活
性
化
に
不
可
欠
の
存

在
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

Ｄ-

ｅｇ
ｇ
で
は
、こ
う
し
た
地
域
貢
献
活
動
を
幅
広
く
認
知

啓
蒙
す
る
た
め
、公
式
Ｈ
Ｐ
等
で
の
紹
介
、市
役
所
ロ
ビ
ー
で
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
常
設
展
示
、京
田
辺
農
福
観
地
域
づ
く

り
協
議
会（
Ｄ-

ｅｇ
ｇ
は
支
援
団
体
）主
催
イ
ベ
ン
ト
へ
の
誘
致

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。さ
ら
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
企
業
と
し
て
中
小

機
構
内
へ
推
奨
を
行
う
な
ど
、直
接
的
、間
接
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
。

さ
ら
に
本
学
学
生
への
起
業
支
援
の
一
環
と
し
て
、Ｄ-

ｆａ
ｂ（
京

田
辺
も
の
づ
く
り
工
房
）の
利
用
を
推
進
し
て
い
る
。Ｄ-

ｆａ
ｂ

は
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
や
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
な
ど
の
工
作
機
械
を

配
し
、入
居
企
業
の
み
な
ら
ず
、け
い
は
ん
な
学
研
都
市
の
研

究
機
関
や
京
田
辺
市
内
企
業
へ
も
開
放
し
た
も
の
づ
く
り
工
房

（
２
０
２
１
年
４
月
オ
ー
プ
ン
）で
あ

る
。所
属
や
世
代
を
超
え
た
横
断
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
画
か
ら
、視
野

拡
大
と
起
業
ス
キ
ル
獲
得
も
期
待
で

き
る
こ
と
も
あ
り
、利
用
学
生
は
順

調
に
増
加
し
て
い
る
。

以
上
、Ｄ-

ｅｇ
ｇ
が
取
り
組
む
３
つ
の
事
業
化
の
観
点
か
ら
、

本
学
が
推
進
す
る
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
取
り
組
み
や
Ｄ-

ｅｇ
ｇ

を
中
心
と
し
た
活
動
状
況
を
紹
介
し
た
。Ｄ-

ｅｇ
ｇ
で
は
紹
介

し
た
企
業
以
外
に
も
多
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
受
け
入
れ
、飛
躍

に
向
け
て
の
支
援
、卒
業
ま
で
の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
を
行
っ
て
き
た
。

15
年
に
わ
た
る
活
動
か
ら
は
多
く
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
、本
学

に
と
っ
て
有
益
な
資
産
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
資
産
は
、今

後
入
居
が
見
込
ま
れ
る
企
業
に
対
し
有
益
で
あ
る
と
と
も
に
、

お
わ
り
に

D-fab（京田辺ものづくり工房）
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生
き
た
教
材
と
し
て
学
生
起
業
へ
の
意
識
醸
成
に
も
有
効
で
あ

る
。今
後
は
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
３
つ
の
事
業
化
に
加
え
、

本
学
学
生
の
起
業
支
援
も
含
め
た
、幅
広
い
産
官
学
連
携
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

※
１　

 

イ
ン
キ
ュベ
ー
シ
ョン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
Ｉ
Ｍ
）は
、起
業
し
よ
う
と
す
る
人
、

起
業
は
し
た
が
知
識
や
経
験
が
乏
し
い
人
た
ち
の
相
談
相
手
と
な
り
、

起
業
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
営
資
源
な
ど
不
足
す
る
も
の
を
補
う
こ
と
を
支
援
し
、

事
業
達
成
ま
で
導
く
。

※
２　

 

リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
は
、大
学
と
企
業
、地
域
社
会
と
を
結
ぶ 

〝
窓
口
〞 

と

な
り
、本
学
の
教
職
員
が
有
す
る
知
的
資
源
を
公
開
し
、研
究
成
果
を

基
に
広
く
社
会
と
連
携
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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は
じ
め
に

鹿
児
島
県
は
、北
は
熊
本
県
天
草
と
接
す
る
長
島
町
か
ら
南
は
沖

縄
本
島
を
望
む
与
論
町（
与
論
島
）ま
で
南
北
約
６
０
０
㎞
に
わ
た

る
。幕
末
期
に
は
、当
時
の
薩
摩
藩
か
ら
開
国
に
向
け
て
い
ち
早
く
英

国へ留
学
生
を
送
り
出
し
、世
界
の
先
端
の
知
に
触
れ
た
地
域
で
も
あ

る
。英
国
留
学
生
に
は
、後
の
初
代
文
部
大
臣
で
あ
り
一
橋
大
学
前

身
の
商
法
講
習
所
設
立
者
で
も
あ
る
森
有
礼
や
実
業
家
と
し
て
活

躍
し
た
五
代
友
厚
ら
が
い
る
。さ
ら
に
、京
都
賞
の
主
宰
、稲
盛
経
営

哲
学
と
し
て
知
ら
れ
る
京
セ
ラ
名
誉
顧
問
の
稲
盛
和
夫
氏
は
、鹿
児

島
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
。鹿
児
島
大
学
は
、こ
れ
ら
英
傑
を
輩
出

し
た
鹿
児
島
の
地
に
て
、「
進
取
の
気
風
」を
掲
げ
、教
育
、研
究
、社

会
貢
献
に
邁
進
し
て
い
る
。そ
の
中
で
も
、社
会
貢
献
活
動
は
、産
学
・

地
域
共
創
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
研
究
成
果
を
活
か
し
た
事
業
化
・
起

業
の
支
援
を
行
って
い
る
。以
下
に
本
学
の
①
人
材
育
成 

②
事
業
化

支
援
プ
ロ
ジェク
ト 

③
認
定
ベン
チャ
ー
制
度
につい
て
紹
介
す
る
。

①
人
材
育
成

本
学
で
は
、起
業
教
育
に
力
を
注
い
で
い
る
。共
通
教
育
科
目
で
は
、

「
進
取
の
気
風
・
起
業
マ
イ
ン
ド
」を
有
す
る
人
材
の
育
成
お
よ
び
そ

の
人
材
間
・
支
援
者
間
の
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
目
的
と
し
て

「
起
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
見
と
創
出
」を
開
講
し
て
い
る
。ベン
チ
ャ
ー

（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
）の
実
践
的
知
見
を
有
す
る
野
村
證
券
株
式
会

社
お
よ
び
株
式
会
社
鹿
児
島
銀
行
と
連
携
し
、経
験
豊
富
な
講
師
派

遣
を
受
け
る
こ
と
で
、実
践
的
な
内
容
の
講
義
と
なって
い
る
。こ
の
講

義
の
最
終
で
は
、学
部
学
生（
18
件
）や
大
学
院
生（
４
件
）に
よ
る
ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の
発
表
会
を
実
施
し
た
。ま
た
、大
学
院
で
は
理
工

学
研
究
科
に
お
い
て「
技
術
経
営
と
社
会
連
携
」を
開
講
し
て
い
る
。

②
事
業
化
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
一
方
、具
体
的
に
起
業
を
構
想
す
る
教
職
員
に
向
け
て
は
、事
業
化

が
見
込
ま
れ
る
又
は
期
待
で
き
る
学
内
の
研
究
シ
ー
ズ
や
研
究
活
動

に
対
し
て
、学
内
の
プ
ロ
ジェク
ト
ル
ー
ム
や
備
品
の
貸
出
、事
業
化
に

向
け
た
相
談
・
助
言
支
援
を
行って
い
る
。プ
ロ
ジェク
ト
ル
ー
ム
の
利

地
方
に
お
け
る

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援

中
武 

貞
文

鹿
児
島
大
学 

産
学
・
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー
准
教
授
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用
期
間
を
２
年
と
す
る
こ
と
で
、新
陳
代
謝
の
促
進
並
び
に
プ
ロ
ジェ

ク
ト
か
ら
の
ス
テッ
プ
アッ
プ（
起
業
）に
繋
げ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

現
在
、７
プ
ロジェク
ト
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、そ
の
中
で
も
ユニ
ー
ク
な

取
り
組
み
と
し
て「
こ
ど
も
の
け
ん
ち
く
がっこ
う
」を
紹
介
す
る
。こ

の
プ
ロジェク
ト
は
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
ひ
と
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
・

こ
と
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、子
供
た
ち
が「
も
の
づ
く
り
」を
通
し
て

自
分
達
が
暮
ら
す
地
域
の
環
境
につい
て
、ま
た
、そ
こ
に
住
ま
う
こ
と

につい
て
、体
験
的
に
学
ぶ
こ
れ
ま
で
に
な
い〝
習
い
事
〞と
し
て
の
建
築

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。こ
の
活
動
は
、本
学
工
学
部
建
築
学
科
環

境
建
築
研
究
室（
鷹
野
研
究
室
）と
株
式
会
社
ベガ
ハ
ウ
ス（
工
務
店
）

の
産
学
協
同
に
よ
り
２
０
１
６
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

③
認
定
ベ
ン
チ
ャ
ー
制
度

で
は
、プ
ロ
ジェク
ト
か
ら
発
展
し
た
企
業
体
に
は
ど
の
よ
う
な
支

援
を
す
るべき
か
。我
々
は
本
学
の
大
学
発
ベン
チャ
ー
に
対
す
る
認
定

や
手
続
き
を
公
平
か
つ
明
確
に
し
、ベン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
効
率
的

な
経
営
に
資
す
る
と
と
も
に
、大
学
への
利
益
還
元
と
社
会
への
貢
献

活
動
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
、「
鹿
児
島
大
学
認
定
ベン
チャ
ー

制
度
」を
２
０
１
６
年
に
制
定
し
た
。２
０
２
１
年
10
月
末
現
在
、個

人
事
業
１（i-Analyze

）、株
式
会
社
４
社（
株
式
会
社
Ｂ
Ｍ
Ｔ
、

株
式
会
社
ス
デ
ィッ
ク
ス
バ
イ
オ
テッ
ク
、株
式
会
社
食
品
安
全
推
進

セ
ン
タ
ー
、株
式
会
社
ウ
ィッ
ク
・
バ
イ
オ
テッ
ク
・
ファ
ー
マ
）が
認
定

さ
れ
て
い
る
。こ
の
う
ち
、株
式
会
社
ス
デ
ィッ
ク
ス
バ
イ
オ
テッ
ク
は
、

本
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科（
工
学
系
）の
隅
田
泰
生
教
授
の
研
究

成
果
に
よって
立
ち
上
げ
ら
れ
た
ベン
チ
ャ
ー
で
あ
り
、Ｊ
Ｓ
Ｔ
事
業

や
本
学
の
事
業
化
支
援
プ
ロ
ジェク
ト
を
経
て
、２
０
２
０
年
10
月
に

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
同
時
検
出
可
能
な

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
」が
製
造
販
売
承
認
を
得
る
ま
で
成
長
し
た
。

「
大
学
時
報
」読
者
の
中
に
い
る
か
も
し
れ
な
い

産
学
連
携
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
向
け
て

起
業
環
境「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
」は
都
市
部
に
偏
在
し
、

そ
れ
を
活
用
し
て
大
規
模
な
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
す
る
大
学
も
あ
る
。地
方
に
は
こ
れ
ら
が
整
って
い
る
と
は
言

い
難
い
。し
か
し
な
が
ら
、地
方
で
あって
も
社
会
に
価
値
提
案
を
行

う
教
職
員
・
学
生
が
存
在
す
る
以
上
、こ
れ
ら
提
案
を
後
押
し
す

る
こ
と
は
大
学
の
責
任
で
あ
り
、地
方
を
活
性
化
す
る
重
要
な
機
能

で
あ
る
と
考
え
る
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
今
後
進
め
る
た
め
に
も
、

我
々
は
産
学
連
携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
・
強
化
し
て
い
き
た
い
。
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1 

社
会
へ
の
新
た
な
価
値
創
造
に
貢
献

２
０
１
８
年
、学
校
法
人
立
命
館
は
、学
園
ビ
ジ
ョ
ン「
Ｒ

２
０
３
０
」を
策
定
し
た
。そ
こ
で
は「
挑
戦
を
もっと
自
由
に
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、「
新
た
な
価
値
創
造
の
実
現
」「
グ
ロ
ー
バル
社
会への
主
体

的
貢
献
」「
テ
ク
ノロジ
ー
を
活
か
し
た
教
育
・
研
究
の
進
化
」「
未
来

社
会
を
描
く
キャン
パス
創
造
」「
シ
ー
ムレ
ス
な
学
園
展
開
」「
多
様

性
を
活
か
す
学
園
創
造
」の
６つの
政
策
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。　
　

Ｒ
２
０
３
０
の
策
定
を
受
け
、立
命
館
大
学
は
２
０
３
０
年
ま
で
の

中
長
期
計
画「
Ｒ
２
０
３
０
立
命
館
大
学
チャレ
ン
ジ
・
デ
ザ
イ
ン
」に

お
い
て
、社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
て
価
値
創
造
と
イ
ノ
ベ
ー
ション

を
実
現
す
る「
次
世
代
研
究
大
学
」を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
。　

そ
の
根
底
に
あ
る
ゴ
ー
ル
は
、「
社
会
共
生
価
値
の
創
造
」で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、研
究
成
果
や
知
の
集
積
な
ど
を
社
会
課
題
の
解
決
に
活

か
す
こ
と
、ま
た
社
会
課
題
を
解
決
す
る
人
材
の
育
成
と
輩
出
を
は

じ
め
と
し
て
、大
学
の
持
つ
リ
ソ
ー
ス
を
フ
ル
に
活
用
し
て
社
会
の
変

革
や
イ
ノ
ベ
ー
ション
の
創
出
に
寄
与
し
、社
会
に
お
け
る
新
た
な
価

社
会
共
生
価
値
の

創
造
を
目
指
し
て

―
学
校
法
人
立
命
館・起
業・事
業
化
の
取
り
組
み
―

酒
井
　
克
也

学
校
法
人
立
命
館 

総
合
企
画
部
次
長

冨
田
　
沙
樹

学
校
法
人
立
命
館
総
合
企
画
部
起
業
・
事
業
化
推
進
課

[図1] 学園ビジョンR2030概念図
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値
創
造
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

2 

起
業
・
事
業
化
推
進
室
の
発
足

こ
の
流
れ
を
受
け
て
、２
０
２
１
年
６
月
に「
起
業
・
事
業
化
推
進

室
」が
設
置
さ
れ
た
。起
業
・
事
業
化
推
進
室
は
、起
業
・
事
業
化
促

進
に
関
す
る
立
命
館
学
園
内
の
取
り
組
み
を
横
断
的
に
連
携
さ
せ
、

学
内
外
の
多
様
な
ア
ク
タ
ー
と
の
協
働
を
進
め
る
共
創
事
業
プ
ラ
ッ

ト
フォ
ー
ム
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。学
園
の
社
会
共
生
価
値

の
創
造
に
向
け
て
、グ
ラ
ス
ル
ー
ツ
イ
ノベー
ション
を
通
じ
た
多
元
的

な
連
携
の
構
築
を
担
う
。こ
こ
で
言
う
グ
ラ
ス
ル
ー
ツ
イ
ノベー
ション

と
は
、身
近
な
社
会
課
題
を
基
に
し
な
が
ら
、理
論
や
技
術
、ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
な
ど
の
力
に
よって
、複
数
の
分
野
や
地
域
で
価
値
を
生
む
よ

う
な
イ
ノベー
ション
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

起
業
・
事
業
化
推
進
室
の
具
体
的
な
業
務
内
容
は
以
下
の
通
り

と
な
る
。

①
起
業
・
事
業
化
戦
略
の
検
討
及
び
戦
略
に
基
づ
く
業
務
推
進

②
一
貫
教
育
型
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｘ（
後

述
）の
推
進

③
研
究
シ
ー
ズ
型
ベン
チャ
ー
創
出
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｚ

[図2] 起業・事業化推進室図
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の
推
進

④
起
業
・
事
業
化
推
進
に
関
わ
る
専
門
的
ア
ド
バ
イ
ス

⑤
起
業
・
事
業
化
推
進
に
関
わ
る
調
査
・
研
究
な
ら
び
に
外
部
ネッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成

こ
れ
ま
で
は
研
究
シ
ー
ズ
型
の
起
業
支
援
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
型

の
教
育
的
支
援
は
様
々
な
セ
ク
ション
で
推
進
さ
れ
て
き
た
。社
会
共

生
価
値
を
学
園
と
し
て
創
造
し
て
い
く
に
当
た
り
、複
数
の
取
り
組
み

を
相
乗
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
、情
報
や
リ
ソ
ー
ス
が
集

積
し
た
総
合
的
な
起
業
・
事
業
化
支
援
策
の
策
定
を
行
う
拠
点
が

必
要
と
なった
と
い
う
背
景
が
あ
る
。

体
制
と
し
て
は
、室
長
で
あ
る
学
校
法
人
立
命
館
副
総
長
・
立

命
館
大
学
副
学
長
の
徳
田
昭
雄
を
筆
頭
に
、現
在
は
３
名
の
職
員

と
各
部
局
職
員
と
の
協
力
体
制
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。立
命
館
で

は
、立
命
館
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
ション
研
究
機
構
や
共
通
教
育

な
ど
、分
野
、学
部
・
研
究
科
、部
署
間
を
連
携
し
な
が
ら
各
種
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
教
育
を
実
施
し
て
き
た
実
績
が
あ
る
。こ
の
文
化
を

引
き
継
ぎ
、当
面
は
メ
イ
ン
の
体
制
は
少
人
数
と
し
つつ
も
、部
局
間

の
連
携
体
制
を
効
果
的
に
構
築
し
て
学
園
全
体
で
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

3
一
貫
教
育
型
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
4
+
/
+
:

起
業
・
事
業
化
推
進
の
一
方
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｘ
は
、

推
進
室
発
足
に
先
行
し
た
２
０
１
９
年
９
月
に
ス
タ
ー
ト
し
今
年
で

３
期
目
を
迎
え
る
。世
界
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
、Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
重
視
す
る
流
れ
が

強
ま
る
中
で
、大
学
が
社
会
に
提
供
で
き
る
価
値
と
は
何
か
。立
命
館

は「
未
来
の
あ
るべき
姿
を
積
極
的
に
社
会
に
示
せ
る
イ
ノベー
ション

の
場
の
創
造
」「
変
革
の
担
い
手
と
な
る
多
様
性
あ
る
人
材
の
育
成
」

「
日
本
で
は
ま
だ
新
し
い
社
会
起
業
家
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
提

示
」と
考
え
、Im

pact M
aker=

社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
人

材
、社
会
起
業
家
、を
支
援
す
る「
立
命
館
社
会
起
業
家
支
援
プ
ラッ

ト
フォ
ー
ム（Ritsum

eikan Im
pact-M

akers Inter X

（Cross

）

Platform

：
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｘ
）」を
立
ち
上
げ
た
。

Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｘ
で
は
学
園
に
お
け
る
、学
生
・
生
徒
対
象
の
マ
イ
ン

ド
養
成
か
ら
起
業
支
援
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
つ
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
見
え
る
化
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は「
総
長
Ｐ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」を
用
意
し
、ス
キ
ル
セッ
ト
か
ら
実
際
の
起
業

ま
で
学
生
・
生
徒
の
起
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
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ま
た
、立
命
館
単
独
出
資
の「
立
命
館
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト

ファン
ド
」を
創
設
し
起
業
を
後
押
し
し
て
い
る
。本
ファン
ド
で
は
、

社
会
共
生
価
値
の
創
造
に
軸
足
を
置
き
、経
済
的
リ
タ
ー
ン
だ
け
で

な
く
社
会
イ
ン
パ
ク
ト
も
重
視
す
る
。フ
ァ
ン
ド
投
資
先
の
分
野
に

合
わ
せ
た
各
教
育
研
究
と
の
連
携
に
よって
、さ
ら
に
社
会
への
価
値

づ
け
を
行
う
こ
と
も
進

め
て
い
る
。フ
ァ
ン
ド
で
は

２
０
２
１
年
11
月
現
在
、

卒
業
生
の
企
業
６
件
に
出

資
し
て
お
り
、立
命
館
学

園
の
出
身
者
が
ど
の
よ
う

に
社
会
共
生
価
値
を
作
り

上
げ
て
いって
い
る
の
か
を

知
る
た
め
の
重
要
な
手
段

に
も
なって
い
る
。

ま
た
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｘ
は
、

フ
ァ
ン
ド
投
資
先
だ
け
で

な
く
、理
念
に
共
感
い
た

だ
い
た
外
部
機
関
や
卒

業
生
の
専
門
家
等
と
の

連
携
と
、小
学
校
か
ら
大
学
院
ま
で
の
教
育
機
関
を
備
え
る
強
み
を

活
か
し
学
校
・
世
代
を
超
え
た
交
流
を
セッテ
ィン
グ
す
る
こ
と
で
、

社
会
起
業
家
コ
ミュニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
ベ
ー
ス
と
も
なって
い
る
。

Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｘ
は
当
初
、立
命
館
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
の
実
現
策
と

し
て
立
命
館
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
本
部
の
元
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、こ
の
度
の

起
業
・
事
業
化
推
進
室
設
置
に
お
い
て
、社
会
共
生
価
値
の
創
造
の
実

現
と
し
て
位
置
づ
け
し
直
さ
れ
た
形
に
な
る
。今
後
は
、研
究
支
援
セ
ク

ション
と
の
協
力
体
制
の
も
と
準
備
が
進
みつつ
あ
る
研
究
シ
ー
ズ
の
社

会
実
装
化
支
援
と
、相
乗
効
果
を
出
す
し
く
み
を
構
築
し
て
い
く
。「
社

会
共
生
価
値
の
創
造
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
、教
育
と
研
究
の
循
環
、

そ
れ
に
関
係
す
る
人
の々
ネット
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

お
わ
り
に

起
業
・
事
業
化
は
現
在
、大
学
、政
府
や
自
治
体
、企
業
な
ど
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
取
り
組
ま
れ
始
め
て
お
り
、今
後
し
ば
ら
く
ホ
ッ

ト
な
テ
ー
マに
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
よ
う
な
中
、立
命
館
で
は
、

「
社
会
共
生
価
値
の
創
造
」を
テ
ー
マ
に
、様
々
な
人
々
が
集
ま
る
よ

う
な「
挑
戦
を
もっと
自
由
に
」を
体
現
す
る
場
所
を
作
り
、起
業
・

事
業
化
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

[図3] 2021年RIMIX プログラム体系
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は
じ
め
に

株
式
会
社
慶
應
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ（
以
下
、 

Ｋ
Ｉ
Ｉ
）は
、慶
應
義
塾
大
学
の
研
究
成
果
の
社
会
実
装
を
推
進
す

る
た
め
の
ベン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。近
年
、大

学
の
社
会
的
使
命
は
従
来
の
教
育
、研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、そ
れ
ら

の
成
果
を
活
用
し
た
イ
ノ
ベ
ー
ション
創
出
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。Ｋ
Ｉ
Ｉ
は
大
学
の
成
果
を
活
用
し
た
ベン
チ
ャ
ー
企
業
への
投

資
育
成
を
行
い
、大
学
と
し
て
の
社
会
貢
献
の
一
翼
を
担
い
つ
つ
、

外
部
の
投
資
家
か
ら
集
め
た
資
金
を
適
切
に
投
資
し
て
収
益
を
上

げ
る
こ
と
で
、社
会
貢
献
と
収
益
事
業
の
両
立
を
目
指
し
て
い
る
。

２
０
２
１
年
の
12
月
で
会
社
設
立
か
ら
丸
６
年
を
迎
え
る
が
、設
立

当
初
の
目
標
を
超
え
る
ペ
ー
ス
で
ファン
ド
の
組
成
と
投
資
先
の
組

み
込
み
、投
資
資
金
の
回
収
が
進
ん
で
い
る
。ベン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ

ル
と
し
て
の
事
業
の
進
捗
は
順
調
と
言
え
る
。本
稿
で
は
Ｋ
Ｉ
Ｉ
の

設
立
の
経
緯
と
現
状
を
紹
介
し
、学
校
法
人
の
新
規
事
業
と
し
て

成
功
し
て
い
る
背
景
につ
い
て
、設
立
時
か
ら
社
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
立
場
か
ら
見
解
を
述
べさ
せ
て
い
た
だ
く
。

1 

Ｋ
Ｉ
Ｉ
設
立
の
経
緯

Ｋ
Ｉ
Ｉ
は
、慶
應
義
塾
の
営
利
事
業
を
行
う
子
会
社
で
あ
る
慶

應
学
術
事
業
会
が
８
割
、野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
２
割
を
出

資
す
る
形
で
２
０
１
５
年
12
月
に
設
立
さ
れ
た
。

筆
者
は
当
時
、自
身
が
副
社
長
と
し
て
共
同
創
業
し
た
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
が
上
場
企
業
と
し
て
成
長
し
、そ
の
過
程
で
得
た
資

産
を
元
に
慶
應
義
塾
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
大
学
に
対
し

て
、研
究
資
金
や
奨
学
金
な
ど
の
提
供
を
通
じ
た
支
援
を
行
って
い

た
。そ
う
いっ
た
活
動
の
縁
で
、大
学
発
ベン
チ
ャ
ー
に
エ
ン
ジェル
投

資
家
と
し
て
出
資
を
し
た
り
、大
学
発
ベン
チ
ャ
ー
に
投
資
を
す
る

ベン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
出
資
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
う

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の

設
立
と
そ
の
成
果

山
岸 

広
太
郎

株
式
会
社
慶
應
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

代
表
取
締
役
社
長
、慶
應
義
塾
常
任
理
事
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し
た
活
動
の
中
で
、自
分
同
様
、慶
應
義
塾
大
学
出
身
の
起
業
家

は
多
い
も
の
の
、国
立
大
学
等
と
比
べ
、慶
應
義
塾
大
学
と
し
て
の

ベン
チ
ャ
ー
育
成
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
か
ら
、

２
０
１
５
年
２
月
に
当
時
の
常
任
理
事
に
慶
應
義
塾
と
し
て
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
設
立
す
べ
き
で
は
と
提
案
し
た
。ち
ょ
う
ど
そ

の
時
、慶
應
義
塾
で
は
野
村
證
券
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
設

立
を
検
討
し
て
お
り
、ベン
チ
ャ
ー
経
験
の
あ
る
私
に
相
談
に
乗
って

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、検
討
会
議
に
参
加
す
る
よ
う
に
なっ
た
。

当
初
、慶
應
義
塾
と
野
村
證
券
の
担
当
者
の
間
で
は
、ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク

（
金
銭
的
な
リ
ス
ク
や
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
）に
つ
い
て
仔
細

に
議
論
が
さ
れ
る
一
方
で
、ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
ベン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
ル
の
設
立
を
機
関
決
定
で
き
る
の
か
と
いっ
た
決
裁
プ
ロ
セ
ス
に

つ
い
て
の
議
論
や
、成
功
す
る
ベン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
は
ど
ん
な

も
の
か
、成
功
し
た
場
合
の
リ
タ
ー
ン
は
ど
れ
く
ら
い
か
と
いっ
た
、

前
向
き
に
進
め
る
た
め
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
な
かっ
た
。そ
こ
で
、

筆
者
の
方
か
ら
２
つ
の
提
案
を
行
っ
た
。１
つ
は
ベン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
ル
と
し
て
成
功
す
る
た
め
に
必
要
な
プ
ラ
ン
の
精
査
。資
金
の
規

模
、チ
ー
ム
の
陣
容
、ガ
バ
ナ
ン
ス
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
、投
資
決
定
の
プ

ロ
セ
ス
、投
資
判
断
の
基
準
、期
待
さ
れ
る
リ
タ
ー
ン
と
リ
ス
ク
、リ

ス
ク
の
管
理
方
法
な
ど
を
提
示
し
た
。も
う
１
つ
は
、慶
應
義
塾
、

野
村
證
券
双
方
の
決
裁
プ
ロ
セ
ス
を
確
認
し
、機
関
決
定
の
ス
ケ

ジュ
ー
ル
を
目
標
設
定
し
、そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
検
討
作
業
の
工
程

表
を
作
って
進
め
る
こ
と
。結
果
、２
０
１
５
年
８
月
頃
、慶
應
義
塾

と
野
村
證
券
の
親
会
社
で
あ
る
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
双
方
で
の

大
枠
の
方
針
が
決
ま
り
、11
月
に
は
新
会
社
設
立
の
合
意
を
得
る

ま
で
に
なっ
た
。当
初
筆
者
は
社
外
役
員
的
な
位
置
付
け
で
支
援
す

る
つ
も
り
だっ
た
が
、慶
應
義
塾
の
担
当
理
事
か
ら
社
長
就
任
を
依

頼
さ
れ
、大
学
の
研
究
成
果
を
活
用
し
た
ベン
チ
ャ
ー
の
育
成
に
社

会
的
な
意
義
を
感
じ
て
社
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

社
長
と
し
て
の
最
初
の
仕
事
は
資
金
集
め
と
人
材
採
用
だ
っ

た
。慶
應
義
塾
と
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
会
社
設
立
と
資

本
金
１
億
円（
慶
應
学
術
事
業
会
８
０
０
０
万
円
、野
村
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
２
０
０
０
万
円
）の
出
資
に
つ
い
て
は
合
意
し
た
も
の

の
、肝
心
の
投
資
を
行
う
た
め
の
原
資
と
な
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
ル
フ
ァ
ン
ド（
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
）へ
の
出
資
に
つ
い
て

は
、双
方
と
も
に
非
常
に
慎
重
で
、外
部
か
ら
資
金
を
集
め
て
ほ
し

い
と
依
頼
さ
れ
た
。人
員
に
関
し
て
は
、私
の
他
に
野
村
證
券
か

ら
管
理
部
門
担
当
と
し
て
執
行
役
員
が
１
名
、慶
應
義
塾
か
ら

経
理
ス
タ
ッ
フ
が
１
名
の
合
計
２
名
が
派
遣
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。 
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外
部
か
ら
フ
ァ
ン
ド
への
投
資
を
募
る
に
は
、運
営
体
制
が
重
要
と

考
え
、個
人
的
な
人
脈
を
総
動
員
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
紹
介
し

て
も
ら
い
、２
０
１
６
年
４
月
ま
で
に
、自
分
と
は
異
な
る
バッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、技
術
系
の
ベン
チ
ャ
ー
や
、医
薬
・
医
療
分
野
の
ベン

チ
ャ
ー
で
の
経
験
が
あ
る
人
材
２
名
の
採
用
に
成
功
し
た
。そ
こ
か

ら
フ
ァ
ン
ド
募
集
を
本
格
化
し
、15
法
人
、２
個
人
か
ら
の
出
資
を

得
て
、２
０
１
６
年
７
月
１
日
に
44・８
億
円
の
１
号
ファ
ン
ド
の
組

成
に
至
っ
た
。

筆
者
は
大
学
の
事
業
に
取
り
組
む
の
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、特

に
ス
ピ
ー
ド
感
が
早
い
と
は
感
じ
な
か
っ
た
が
、大
学
の
中
で
仕
事

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、振
り
返
って
み
る
と
、大
学
の
新
規
事

業
と
し
て
は
極
め
て
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
会
社
設
立
か
ら
フ
ァ
ン
ド
の

組
成
に
至
っ
た
と
言
え
る
。こ
の
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
、外
部
の
法

人
と
し
て
切
り
出
す
こ
と
で
、学
校
法
人
と
し
て
の
承
認
プ
ロ
セ
ス

を
最
小
限
に
し
て
、意
思
決
定
を
素
早
く
で
き
る
よ
う
に
し
つ
つ
、

慶
應
義
塾
と
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
知
名
度
と
社
会
的
信
用

を
し
っ
か
り
活
用
で
き
た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、人
事
制

度
に
つ
い
て
も
大
学
の
給
与
テ
ー
ブ
ル
で
は
な
く
、市
場
水
準
で
プ

ロ
フェッ
ショ
ナ
ル
人
材
を
採
用
で
き
た
の
が
大
き
い
。

2 

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
仕
組
み

Ｋ
Ｉ
Ｉ
は
投
資
対
象
が
主
に
大
学
の
研
究
成
果
を
活
用
し
た
技

術
系
ベン
チ
ャ
ー
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
普
通
の
ベン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
ル
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。ベン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
は
、金
融
機
関
や
機
関
投
資
家
、事
業
会
社
、個
人
の
資
産
家

等
か
ら
資
金
を
集
め
て
ファン
ド
を
組
成
し
、そ
の
ファン
ド
の
資
金

を
使って
未
上
場
の
ベン
チャ
ー
企
業
の
株
式
を
取
得
し
、ベン
チャ
ー

企
業
が
成
長
し
て
、株
式
市
場
に
上
場
し
た
り
、他
の
企
業
に
買
収

さ
れ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、株
価
が
高
く
なった
と
こ
ろ
で
株
式
を
売

却
し
て
収
益
を
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。ファン
ド
の
収
益
が
ファン

ド
出
資
者
の
元
本
を
超
過
し
た
後
、一
定
比
率（
通
常
は
元
本
超
過

分
の
２
割
）を
成
功
分
配
と
し
て
受
け
取
る
。ま
た
、毎
年
ファ
ン
ド

総
額
の
数
％（
通
常
は
２
％
）を
管
理
報
酬
と
し
て
受
け
取
り
、ベン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
等
の
人
件
費
や
家
賃
、弁
護
士
や
会
計
士
、

そ
の
他
専
門
家
への
支
払
い
に
充
て
る
。一
つ
の
ファ
ン
ド
の
運
用
期

間
は
通
常
７
〜
10
年
で
、運
用
期
間
の
前
半
分
を
投
資
期
間
と
し
て

ベン
チ
ャ
ー
企
業
への
新
規
投
資
を
行
い
、投
資
期
間
終
了
後
は
、既

存
投
資
先
への
追
加
投
資
と
上
場
や
被
買
収
に
向
け
た
資
金
回
収

業
務
に
取
り
組
む
。ベン
チ
ャ
ー
企
業
への
投
資
を
回
収
す
る
に
は
長
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い
時
間
が
か
か
る
の
で
、ファ
ン
ド
の
前
半
戦
で
投
資
を
し
な
い
と
、

ファン
ド
期
限
ま
で
に
回
収
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
だ
。未
上
場
ベン

チ
ャ
ー
企
業
への
投
資
は
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
で
、全
て
が
回

収
に
至
る
わ
け
で
は
な
い
。例
え
ば
、回
収
に
至
る
の
が
投
資
先
の
３

割
だ
と
し
て
、そ
の
３
割
が
10
倍
の
リ
タ
ー
ン
を
出
す
こ
と
で
、全
体

が
３
倍
に
な
る
。ベン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
は
５
倍
程
度
の
リ

タ
ー
ン
を
出
せ
ば
成
功
と
言
わ
れ
て
い
る
。ファン
ド
出
資
者
か
ら
見

て
も
、元
本
保
証
が
な
く
運
用
期
間
も
長
い
金
融
商
品
と
い
う
位
置

付
け
に
な
る
の
で
、成
功
し
た
場
合
に
そ
れ
な
り
の
収
益
が
期
待
で
き

な
い
と
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
が
合
わ
な
く
な
る
。

フ
ァ
ン
ド
に
は
満
期
が
あ
る
の
で
、ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
は

一
つ
の
フ
ァ
ン
ド
を
作
っ
て
終
わ
り
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、継
続

的
に
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
永
続
的
な
組
織
に
な

ら
な
い
。通
常
の
フ
ァ
ン
ド
で
は
、総
額
の
６
割
を
投
資
す
る
か
、

投
資
期
間
が
終
了
す
れ
ば
、次
の
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
で
き
る
よ
う
に

な
る
。フ
ァ
ン
ド
リ
タ
ー
ン
を
安
定
的
に
出
し
た
実
績
の
あ
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、新
し
い
フ
ァ
ン
ド
の
組
成
が
比
較
的
容
易

だ
が
、実
績
が
な
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト

個
人
の
実
績
や
、投
資
方
針
な
ど
数
字
以
外
の
定
性
的
な
ポ
イ
ン

ト
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
工
夫
が
必
要
に
な
る
。

3 

Ｋ
Ｉ
Ｉ
の
現
状

２
０
１
６
年
７
月
組
成
の
１
号
フ
ァ
ン
ド（
44・８
億
円
）は
６

名
の
Ｋ
Ｉ
Ｉ
メ
ン
バ
ー（
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
４
名
、管
理
部
門
２
名
）

野村ホールディングス

ベンチャーキャピタルファンド
（投資事業有限責任組合）

慶應義塾

慶應学術事業会

ベンチャー企業 ベンチャー企業 ベンチャー企業

KII

金融機関
事業会社等

99%出資

80%出資

有限責任組合員（LP）
出資

投資 投資 投資

無限責任組合員（GP）
出資、運用管理 LP出資 LP出資

20%出資

［図1］慶應義塾とKIIの関係
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で
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
19
社
に
対
し
て
投
資
を
行
っ
た
。す
で
に
新

規
投
資
は
終
了
し
、２
０
２
０
年
12
月
に
投
資
先
の
創
薬
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
あ
る
ク
リ
ン
グ
ル
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社
が
東
京
証
券
取

引
所
マ
ザ
ー
ズ
に
上
場
を
果
た
す
な
ど
、投
資
し
た
資
金
を
回
収

す
る
段
階
に
入
って
い
る
。１
号
フ
ァ
ン
ド
の
投
資
先
と
し
て
は
、次

世
代
バッ
テ
リ
ー
の
Ａ
Ｐ
Ｂ
株
式
会
社
、人
工
衛
星
の
株
式
会
社

Synspective
、デ
ジ
タ
ル
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ク
ス（
治
療
ア
プ
リ
）

の
株
式
会
社 C

ureApp 
な
ど
、日
本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
中
で

も
特
に
注
目
さ
れ
る
企
業
が
多
数
あ
る
。

２
０
２
０
年
１
月
に
は
Ｋ
Ｉ
Ｉ
の
２
号
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
し
、

２
０
２
１
年
１
月
に
総
額
１
０
３
億
円
に
て
募
集
を
終
了
し
た
。

２
号
フ
ァ
ン
ド
の
組
成
に
合
わ
せ
て
体
制
も
強
化
し
、13
名（
キ
ャ

ピ
タ
リ
ス
ト
９
名
、管
理
部
門
２
名
、広
報
渉
外
２
名
）ま
で
拡

大
し
た
。２
号
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
出
資
は
17
社
ま
で
進
ん
で
い
る

（
２
０
２
１
年
10
月
末
日
現
在
）。

Ｋ
Ｉ
Ｉ
で
は
慶
應
義
塾
大
学
の
産
官
学
連
携
や
知
財
の
ラ
イ

セ
ン
ス（
い
わ
ゆ
る
Ｔ
Ｌ
Ｏ
業
務
）を
担
当
す
る
研
究
連
携
推
進
本

部
お
よ
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
推
進
本
部
と
連
携
し
、知
財
を
元
に
し

た
起
業
を
希
望
す
る
研
究
者
の
紹
介
を
受
け
、相
談
に
乗
って
い

る
。ま
た
、学
内
で
起
業
家
育
成
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
取
り

組
む
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
や
活
動
と
連
携
し
、メ
ン
タ
ー
の
派
遣
や

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
審
査
、研
究
者
か
ら
の
相
談
対
応
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。こ
う
いっ
た
活
動
を
通
じ
て
、学
内
の
研
究
シ
ー
ズ
、起
業

シ
ー
ズ
を
把
握
し
、投
資
先
の
発
掘
に
つ
な
げ
て
い
る
。

ま
た
、１
号
ファン
ド
は
厳
格
に
慶
應
義
塾
大
学
の
研
究
成
果
の
活

用（
知
財
、共
同
研
究
等
）や
卒
業
生
が
起
業
し
た
案
件
な
ど
に
投
資

対
象
を
絞って
い
た
が
、１
号
ファン
ド
の
活
動
の
中
で
他
の
大
学
、研

究
機
関
か
ら
も
支
援
要
望
を
受
け
る
こ
と
や
、ファン
ド
サ
イ
ズ
の
拡

大
も
あ
り
、慶
應
義
塾
以
外
の
大
学
、研
究
機
関
等
の
研
究
成
果
を

活
用
し
た
ベン
チャ
ー
企
業
に
も
投
資
を
行
う
よ
う
に
なって
い
る
。

4 

Ｋ
Ｉ
Ｉ
設
立
時
の
目
標
と
の
比
較

Ｋ
Ｉ
Ｉ
を
設
立
す
る
際
に
10
カ
年
計
画
を
作
成
し
た
。そ
の
計

画
で
は
４
年
ご
と
に
新
し
い
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
し
、10
年
後
ま
で
に

３
フ
ァ
ン
ド
で
、合
計
１
０
０
億
円
の
運
用
規
模
に
な
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
た
。実
際
に
は
、１
号
フ
ァ
ン
ド
が
当
初
目
標
の
30
億

円
を
大
き
く
超
え
る
44・８
億
円
の
募
集
を
半
年
で
達
成
し
、２

号
フ
ァ
ン
ド
は
さ
ら
に
そ
の
２
倍
と
な
る
１
０
３
億
円
と
な
り
、

合
計
の
運
用
額
は
１
５
０
億
円
に
迫
る
も
の
と
な
っ
た
。10
年
で
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１
０
０
億
円
ま
で
集
ま
れ
ば
よ
い
と
思
って
い
た
と
こ
ろ
、５
年
で

１
５
０
億
円
と
、半
分
の
期
間
で
目
標
の
１
５
０
％
の
進
捗
で
あ

り
、想
定
以
上
に
順
調
に
いって
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

１
号
フ
ァ
ン
ド
設
立
時
は
、ベン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
の
実

績
が
全
く
な
く
、大
学
主
体
の
フ
ァ
ン
ド
と
い
う
こ
と
で
、慶
應
義

塾
内
で
は
本
当
に
30
億
円
も
集
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
議
論
が
多

か
っ
た
。し
か
し
、実
際
に

フ
ァ
ン
ド
募
集
を
始
め
て

み
る
と
、日
本
の
成
長
戦

略
の
柱
と
し
て
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
へ
の
期
待
が
非
常

に
高
まって
お
り
、そ
の
中

で
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
に
対
し
て
も
、産
学
連

携
や
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の

文
脈
で
関
心
を
持
って
く

れ
る
先
進
的
な
投
資
家

が
い
る
こ
と
が
分
かった
。

一
方
で
、そ
れ
ら
の
投
資

家
か
ら
も
懸
念
と
し
て
出

た
の
は
ベン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
だった
。特
に
、

投
資
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
験
が
な
い
大
学
関
係
者
が
関
与
す
る
こ
と
に

対
し
て
は
非
常
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
が
多
かっ
た
。Ｋ
Ｉ
Ｉ
で
は
、

投
資
判
断
を
行
う
投
資
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
全
て
Ｋ
Ｉ
Ｉ
社
内
の

プ
ロフェッショナ
ル
の
み
に
し
、指
揮
命
令
系
統
も
大
学
と
は
全
く
別

（
大
学
は
間
接
的
に
社
長
の
任
命
権
を
持
つ
の
み
）と
す
る
こ
と
で
、

投
資
判
断
の
独
立
性
を
担
保
し
た
点
が
評
価
さ
れ
た
。

２
号
フ
ァ
ン
ド
の
組
成
に
当
た
っ
て
は
、１
号
フ
ァ
ン
ド
の
出
資

者
の
多
く
か
ら
大
幅
に
増
額
し
た
追
加
出
資
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。フ
ァ
ン
ド
サ
イ
ズ
が
２
倍
以
上
に
な
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

２
号
フ
ァ
ン
ド
の
出
資
者
15
社
中
、新
規
の
出
資
者
は
４
社
だ
け

で
あ
る
。ま
だ
投
資
収
益
と
い
う
意
味
で
は
１
号
フ
ァ
ン
ド
の
結
果

が
出
て
い
な
い
中
で
、こ
こ
ま
で
多
く
の
出
資
者
か
ら
評
価
を
得
ら

れ
た
の
は
、投
資
判
断
の
透
明
性
と
投
資
後
の
レ
ポ
ー
ト
体
制
が

評
価
さ
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、ベン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
本
分
は
投
資
先
の
成
長
を

支
援
し
、そ
の
成
果
と
し
て
収
益
を
ファン
ド
出
資
者
に
も
た
ら
す
こ

と
だ
。慶
應
義
塾
の
中
で
ベン
チャ
ー
エコ
シ
ス
テ
ム
を
永
続
的
な
も
の

に
し
て
い
く
た
め
に
も
、慶
應
義
塾
大
学
と
連
携
し
て
成
功
す
る
大

学
発
ベン
チャ
ー
を
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［図2］慶應義塾とKIIの連携




